
吉
備
路
ゆ
か
り
の
文
学
者
を
文
学

碑
と
と
も
に
紹
介
し
た
弊
館
発
刊
の

『
吉
備
路
を
め
ぐ
る
文
学
の
ふ
る
さ

と
』
で
四
十
五
番
目
に
登
場
す
る
の

が
ー
岸
田
吟
香
ー
で
す
。

ー
慶
応
三
年(

一
八
六
七)

、
洋
式
な
眼
薬

を
「
精
錡
水
」
と
名
付
け
て
伝
え
た
ー

私
も
永
年
目
薬
の
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
新
聞
人
・

実
業
家
で
あ
っ
た
吟
香
と
眼
薬
と
い

う
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
あ
り
、
興
味
が
湧

き
、
弊
館
の
収
蔵
品
リ
ス
ト
を
調
べ

ま
し
た
。
リ
ス
ト
の
中
に
『
薬
史
学

雑
誌
』(

日
本
薬
史
学
会
・
一
九
八
九)

が
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
学
会
誌

の
コ
ピ
ー
で
、
日
本
薬
史
学
会

天

野
宏
氏
に
よ
る
二
つ
の
論
文
「
明
治

初
期
の
薬
学
界
に
貢
献
し
た
岸
田
吟

香
」
「
わ
が
国
初
の
洋
式
目
薬
「
精

錡
水
」
と
そ
の
時
代
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
論
文
に
お
け
る
吟
香

に
関
す
る
記
載
は
生
い
立
ち
か
ら
家

族
構
成
に
至
る
ま
で
実
に
詳
細
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
て
、
私
の
よ
う
な
岸

田
吟
香
初
心
者
に
と
っ
て
は
、
ま
さ

に
目
か
ら
う
ろ
こ
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
二
つ
の
論
文
か
ら
私
の

疑
問
点
で
あ
っ
た
新
聞
人
と
眼
薬
の

接
点
に
つ
い
て
、
吟
香
が
米
国
人
医

師
で
宣
教
師
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン(

ヘ
ボ

ン)

と
患
者
と
医
師
と
い
う
関
係
で
出

逢
っ
た
こ
と
、
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
は
和

英
辞
書
編
纂
に
苦
労
し
て
い
た
と
こ

ろ
に
編
集
に
長
け
た
新
聞
人
の
吟
香

に
力
を
借
り
れ
た
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
吟
香
の
著
作
『
和
英
語

林
集
成
』
が
慶
応
三
年
四
月
に
刊
行

さ
れ
る
と
、
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
は
吟
香

の
辞
書
編
纂
に
報
い
、
目
薬
の
調
剤

方
法
を
伝
授
し
、
吟
香
は
そ
の
目
薬

を
「
精
錡
水
」
と
し
て
販
売
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
論
文
に
は
ー
精
錡

水
は
草
昧
期
の
薬
業
界
に
新
風
を
巻

き
起
こ
し
た
。
精
錡
水
は
ま
さ
に
目

薬
の
文
化
大
革
命
を
や
っ
て
の
け
た
ー

と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

岸
田
吟
香
生
誕
一
九
〇
年
と
い
う

節
目
の
年
に
あ
た
り
、
文
学
者(
新
聞

人)

と
し
て
の
才
能
が
、
今
の
時
代
の

日
常
に
い
か
に
役
立
っ
て
い
る
か
を

知
る
と
と
も
に
、
そ
の
偉
業
に
感
謝

し
つ
つ
、
文
学
館
と
し
て
顕
彰
活
動

の
お
手
伝
い
が
出
来
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

生
誕
一
九
〇
年
事
業
を
！

令
和
五
年
度
総
会
終
る

四
月
八
日
、
令
和
五
年
度
定
期
総

会
を
、
旭
文
化
会
館
（
美
咲
町
西
川
）

で
行
い
ま
し
た
。
会
則
に
よ
り
総
会

は
世
話
人
会
に
代
え
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
結
果
を

報
告
し
ま
す
。

一
、
四
年
度
事
業
報
告

コ
ロ
ナ
禍
、
兵
庫
県
丹
波
市
や
播

磨
町
と
交
流
も
行
い
、
会
と
し
て
は

一
応
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

①4

月

生
誕
祭
（
桜
植
樹
・
宝
寿
寺
）

②4

月

美
咲
町
へ
吟
香
肖
像
画
寄
贈

式
（
岸
田
尚
氏
）

③1
0

月

コ
ミ
ッ
クG

T
O

藤
沢
と
お
る

氏
（
東
京
）
ほ
か
来
所
（
吟
香
記
念

館
・
津
山
洋
学
資
料
館
等
案
内
）

④1
0

月

孤
児
救
済
「
愛
育
堂
」

（
丹
波
市
）
視
察
（
青
木
氏
と
交
流
）

⑤11

月

新
聞
資
料
研
究
会
播
磨
大
会

参
加
（
ジ
ョ
セ
フ
彦
関
係
者
と
交
流
）

⑥11

月

吉
備
路
近
代
文
学
七
人
展
研

修
（
岡
山
・
吉
備
路
文
学
館
）

⑦5.10.1

月

会
報
発
行
（3

～5

号
）

⑧
随
時

ネ
ッ
ト
掲
載

二
、
四
年
度
歳
入
歳
出
決
算

・
歳
入
総
額

178,310

円

前
年
度
繰
越
金

25,310

円

会
費

108,000

円
（
特
別
会
員
含
）

他
収
入

45,000

円
（
世
話
人
）

・
歳
出
総
額

110,901

円

会
議
費

10,444

円
（
お
茶
代
他
）

事
務
費

33,084

円
（
通
信
料
他
）

事
業
費

53,633

円
（
会
報
発
行
）

雑
費

13,740
円
（
入
館
料
等
）

・
翌
年
度
繰
越
額

65,409

円

※
世
話
人
研
修
は
全
額
自
己
負
担

三
、
世
話
人
追
加

杉
山
稔
（
垪
和
）

四
、
五
年
度
事
業
計
画

福
武
教
育
文
化
振
興
財
団
（
本
社

岡
山
市
）
の
助
成
が
決
定
、
会
に
と
っ

て
最
高
の
浄
財
と
な
り
ま
し
た
。
財

団
の
ご
厚
意
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

会
の
運
営
と
情
報
発
信
の
財
源
と
し

て
大
切
に
使
用
し
ま
す
。

①
交
流
（
吟
香
ら
と
日
本
初
の
新
聞

を
創
刊
し
た
ヒ
コ
の
里
・
播
磨
町
）

②
生
誕190

年
記
念
事
業
（
予
定
）

・
宝
寿
寺
記
念
祭
、
善
応
寺
講
演
会
、

新
聞
週
間
講
演
会
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

発
行
、
吟
香
グ
ッ
ズ
製
作
な
ど

③
会
報
発
行

三
回
（
第6

～8

号
）

五
、
五
年
度
歳
入
歳
出
予
算

・
歳
入
総
額

410,409

円

前
年
度
繰
越
金

67,409

円

会
費

88,000

円
（86

名
）

補
助
金

250,000

円
（
福
武
教
育

文
化
振
興
財
団
）

事
業
会
費

5,000

円
（
参
加
者
）

そ
の
他
収
入

0

円

・
歳
出
総
額

410,409

円

会
議
費

15,000

円
（
お
茶
代
他
）

事
務
費

30,000

円
（
通
信
料
他
）

事
業
費

340,000

円
（
各
種
事
業
）

雑
費

5,000

円
（
手
土
産
他
）

予
備
費

20,409

円

編
集
後
記

今
年
度
初
め
て
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
偏
に
皆
様

方
の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
第
六
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

皆
様
の
御
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
投
稿
さ
れ
た
い
方
は

是
非
お
願
い
し
ま
す
。

山
本
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岸田吟香を語り
継ぐ会
2023年5月1日

事務局
岡山県美咲町
山本登志夫

090-1015-2367

吟
香
会
報

●今年は、天保4年（1833）4月、吟香生誕から190年の

節目を迎えましたが、私たち語り継ぐ会は、会員の皆様

をはじめ全国で岸田吟香を研究されている教授の方や歴

史研究家など多くの人に支えられ活動しています。

●今回は、岡山市北区南方にある吉備路文学館の明石英

嗣館長に登場していただき、吟香に対する思いを語って

いただきました。吉備路とは、岡山県全域（備前・備中・

美作）と広島県東部（備後）をいい、当文学館は博物館

として、吉備路出身者やゆかりのある文学者の著書・書

簡・原稿等を展示、吟香の出版物も収蔵しています。

●津山洋学資料館友の会「友の会通信№14」より、友の

会40周年を振り返り投稿された記事です。紹介します。

「研修バス旅行は心の宝」（前段省略）秋は岸田吟香や

山田方谷の足跡を訪ねたり、洋学者関係の史跡巡り等を

しました。(途中省略）波乱に富み、多様な事業で社会

貢献もされた岸田吟香さんが大河ドラマになればと思っ

ています。實平千代子（美咲町宮山）

●今年度の会員を募集中です。共感していただける方、

是非応援してください。年額1,000円、遠方の方には

「ゆうちょ銀行定額小為替」と言う送金方

法もあります。詳しくは、郵便局か当事務

局へお問い合わせください。 QRコード☛

宝寿寺にて生誕190年「語る会」

中垪和に立つ奈良坂山宝寿寺は、5歳のとき大瀬毘から

友人くろだくいち（岸田吟香・杉浦正著より）らと通った

寺子屋が開かれていた、いわゆる吟香が巨大な夢「大魚は

小池に游ばず」を抱く原点となったお寺です。

語り継ぐ会は、吟香の誕生日4月28日（金）にあわせ、

青野高陽美咲町長をはじめ地域の方、檀家、愛好者ら30名

を招待し、生誕190年を祝う「語る会」を行いました。

桜苗木の植樹後、場所を室内に移し、宝寿寺森定圓敬住

職（原田）の法楽、語り継ぐ会副会長・草地浩典氏による

ビデオ講話、終わりに、西洋文化をいち早く取り入れ日本

の近代化に貢献した吟香を偲びながら有意義なひと時を過

ごしました。初めて参加された若い女性も熱心に耳を傾け

ていましたが、宝寿寺総代の時澤幸生さん（中垪和）は

「ネットに載り、最近寺を訪れる人が増えている。高齢者

だけの地

区も話題

が増えあ

りがたい。

今後道案

内板も考

えなけれ

ば」と話

していま

した。

岸田劉生やピカソら
近代巨匠絵画展(ご案内）

国の重要文化財「麗子像」で知られる岸

田劉生（岸田吟香の四男）らの絵画展があ

ります。愛好家には是非見てもらいたい。

期間：4月22日（土）～6月18日（日）

開館：9：00～17：00、月曜休

場所：瀬戸内市立美術館（瀬戸内市牛窓）

※4月9日付け山陽新聞より抜粋

吉
備
路
文
学
館

館
長

明
石
英
嗣

三
月
十
一
日
、
第
十
七
回
世
話

人
会
終
了
後
、
吟
香
が
眼
病
に
罹

り
医
師
ヘ
ボ
ン
を
紹
介
し
た
津
山

藩
箕
作
秋
坪
（
旧
姓
菊
池
）
の
生

誕
地
、
備
中
国
砦
部
（
現
真
庭
市
）

を
探
っ
た
。

突
然
の
訪
問
で
し
た
が
、
近
く

の
村
上
氏
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

菊
池
家
（
秋
坪
の
家
族
）
の
史
跡

や
教
諭
所
跡
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
良
き
研
修
が
で
き
ま
し
た
。

医師ヘボンを紹介した

箕作秋坪生誕地を探る

明
石
英
嗣
（
あ
か
し
え
い
じ
）
略
歴

昭
和
三
七
年
山
口
県
下
関
生
ま

れ
。
昭
和
六
一
年
早
稲
田
大
学
教

育
学
部
卒
業
後
、
中
国
銀
行
に
入

行
、
平
成
二
〇
年
詫
間
支
店
長
を

は
じ
め
備
北
ブ
ロ
ッ
ク
長
兼
総
社

支
所
長
な
ど
数
々
の
要
職
を
務
め

た
後
、
平
成
二
七
年
公
益
財
団
法

人
吉
備
路
文
学
館
常
務
理
事
館
長

と
し
て
現
在
に
至
る
。

この会報は、令和5（2023）年度 公益財団法人福武教育文化振興財団の助成金でつくられています。


